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現代 的 な 諸 問題 と イス ラー ム 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 現在 の 人 類 の 諸 間 
題 に ざっ と 目 を 通し て みる な ら 、 そ の うち の 大 部 
分 の 根底 に は 道徳 的 な 問題 が 存在 し て いる こと が 
わか り ま す 。 今日 の 世界 の 問題 の りう ちい くつ か を 
挙げ て み ま し ょ 2? う : 一 方 で は 信じ られ な い ほ どの 
語 の 蓄積 が 行なわ れ 、 他 方 で は 負え や 信条 が あり 
ます 。 き り の な い ほ どの 平和 の 言葉 に 関わ ら ず 、 
戦争 は 起こ り 続け 、 毎 年 何 十 億 ドル と いう 支出 が 
な され る 吉 ろ し い 武 宮 、 占 拠 、 殺 鍵 …。 諸 民族 の 
独立 に つい て 語ら れる 多く の 演説 に も 関わ ら ず 、 
現実 に は 強い 国家 が 弱い 
国家 に 対し 政治 的 、 軍 事 
的 、 文 化 的 に 影響 を 及ぼ 
し て いま す 。 貧困 、 生 命 
や 財産 の 保障 の 欠如 、 テ 
ロ 、 芝 力 、 マ フィ ア 化 、 
ゲリラ 化 、 女 性 の 人 映 売 
買 、 性 的 搾取 、 人 逸脱 、 ア 
ルコ ー ル や 楽 物 へ の 依存 、 
家庭 内 の 悲劇 …。 

親愛 な る ムスリム の 皆 
様 。 こ れ ら は 、 人 々 の 心から 真 の 意味 で の アッ ラ 
ー へ の 愛情 と 衣 れ が 消さ れる こと が 、 人 間 世 界 に 
お いて どれ ほど の こと を も た ら す の か を 示す 志 ろ 
し い 例 の ほん の 一 部 で す 。 人 の 心から アッ ラー へ 
の 長 れ が 消え 始め た な ら 、 そ の 時 に は 、 エ ンド ッ 
ルス の 僅 大 な 学者 で ある イブ ニ ・ ハ ズミ が 語っ て 
いる よう に 、「 人 が 人 に 与え る 痛み は 、 狗 猛 な 野 
生 動物 や 怪物 が 与え る 痛み より も ずっ と 大 き な も 
の と な る 」 の で す 。 こ の た め に 、 慈 悲 の 預言 者 で 
あら れる 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) は 「 あ な た が どこ に いよ う 
と も 、 ア ッ ラ ー を 長 れ な さい ! 」 と 命じ られ て い 
の の で すず す 。 て し て この 理 貞 で 、 イ スラ ー ム で は 
「 篤 信 」. や 「 ア ッ ラ ー へ の 長 れ 」 と いっ た よう な 

念 に よっ て 表現 され る 、 長 居 ・ 敬 意 の 意味 を も 
つこ の アデ アッラー へ の 長 れ が と て も 重要 と され て い 
る の で す 。 





幸福 の 時 代 と 呼ば れる 、 預 言 者 様 の 時 代 を 初 
め と し 、 こ の 上 祭 高 な クル アー ン の 概念 が 信者 の 心 
の 中 に 位置 し て いた 時 代 に は 、 イ スラ ー ム の 信仰 
や 道徳 の 基盤 は 、 ム スリ ム 達 に お いて 深い 人 間 愛 、 
そし て 被 造物 へ の 愛 を 発展 させ まし た 。 世界 の 他 
の 地域 で 人 々 が 封建 領主 や 貴族 、 教 会 に よる 圧力 
や 迫害 を 受け て いた 時 代 、 ク ルアー ン の 徳 を 心 に 
浸透 させ て いた ムスリム た ち は 、 統 治 下 に あっ た 
あら ゆる 宗教 や 民族 に 属す る 人 々 に 対し 、 公 正 、 
平等 、 正 義 、 寛 容 と いっ た 確か な 価値 の も と に 築 
いた 真 の 道徳 的 意識 や そ 
の 実践 を 発展 させ て いた 
の で ポ 

親愛 な る ムスリム の 皆 
様 。 人 類 の 運命 に 影響 を 
及ぼ す 移 住 ( 聖 居 ) の 雀 
備 を 行なっ て いる 最 中 に 、 
陸 人 の 終 と 針 を 返す こと 
を お 忘れ に な ら な か っ た 
預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) 、 年 考 い た 未亡人 の 子供 た ち に 、 そ 
の 背 で 荷 を 運ぶ と いう 偉大 さ を 示さ れ た ウマ ル さ 
ま 、 ロ ー マ の 匠 の 苦情 に 応じ 、 統 治 者 の 命令 に よ 
っ て 被告 席 に 座っ た スル タン ・ フ ァ ー テ ィ フ 、 そ 
の 日 買い 物 に 来 た 二 人 目 の 客 を 、 ま だ 客 の 来 て い 
な い 了 の 店 へ と 送っ た 純朴 な 商人 た ちら …。 そ う 、 
この すべ て は 、 そ し て 無数 に ある この よう な 例 は 、 
純粋 な イス ラー ム の 精神 が 支配 し 、 受 け 入 れ ら れ 、 
実践 され て いた 道徳 的 概念 は 、 伝 統 、 文 化 と な っ 
た 預言 者 の 徳 そ を の も の な の で す 。 そ し て この 文化 
の 灯り 、 慈 悲 、 恵 み を 、 今 日 の 人 類 は まさ に 必要 
と し て いる の で す 。 

聖なる 三 つ の 月 に 入ろう と し て いる 今日 この 
頃 で す が 、 こ の 聖なる 三 つ の 月 が 全 人 類 の 諸 問 題 
の 解決 へ の 要因 と な る よう な 善 を も た ら す こと を 
アッ ラー に 欠 い 、 願 いま す 。 
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